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System Consultant Wave  

７月２１日（金）世間は神のごときもの 

事業が大きくなってくると、仕事もだんだんと複雑にな

って、そこにいろいろな問題が起こってくる。 

 私は、この問題をどう考え、どう解決すべきかと日々の

必要に迫られて、その解決策の根本を求めていくうちに、

“世間は神のごときもの、自分のしたことが当を得ている

と、世間は必ずこれを受け入れてくれるにちがいない”と

いう考えに行きついた。 

 正しい仕事をしていれば悩みは起こらない。悩みがあれ

ば自分のやり方を変えればよい。世間の見方は正しい、だ

からこの正しい世間とともに、懸命に仕事をしていこう…

…こう考えているのである。 

 

７月２２日（土）フグの毒でも 

今日のわが国では、せっかくいいものが発明されても、

それに万に一つでも欠陥があれば、もうそれでそのものは

すべてだめ、としてしまうような傾向が強いように思われ

ます。それは言ってみれば、フグの毒を発見してフグを食

べるのを一切やめてしまうようなものだと思います。 

科学技術が非常に進歩した今日に生きる私たちは、フグ

の安全な調理に成功した昔の人に笑われないよう、物事を

前向きに考え、せっかくの科学技術の成果を十分に活用で

きるだけの知恵を、さらに養い高めていくことが必要では

ないかと思います。そこに人間としての一つの大きな使命

があるのではないかと思うのです。 

 

７月２３日（日）末座の人の声を聞く 

みなさんが長という立場に立って会議をする場合、一番

若輩と言われるような人からも意見が出るということが

非常に大切だと思います。そしてそのためには意見が出る

ような空気というか雰囲気をつくっているかどうかがま

ず問題になります。だから末座に坐っている人でも、遠慮

なく発言できるような空気をつくることが、長たるものの

心得だと思うのです。 

 そして、末座に坐っている人から意見が出たなら、葬っ

てしまうようなことをせず、喜んでそれを聞く謙虚さ、雅

量というものを持つことが非常に大事だと思います。それ

を持っていないと、そのグループなり会社はうまくいかな

くなってしまうでしょう。 

 

７月２４日（月）利害を超える 

 ある日、私のところに「自分の会社で造る製品の販売を

引き受けてもらえないか」という話を持ってこられた人が

いた。私はいろいろとその人の話を聞いてみて、この人は

えらい人だなと思った。普通であれば、自分にできるだけ

有利になるよう交渉する。それがいわば当たり前である。

ところが、その人は「すベてをまかせる」という、自分の

利害を超越した態度をとられた。私はその態度に感激し心

を打たれた。 

われわれはともすれば自分の利害を中心に物を考える。

これは当然の姿かもしれない。しかし、それだけにそれを

超越したような姿に対しては、心を動かされる。これもま

た人間としての一つの姿ではないか。 

 

７月２５日（火）三回ダメを押す 

新しい仕事をするときはよほど注意をしなければいけ

ない。その仕事を進めていくとき、上長の人に承諾を得て

も、実行するに当たっては、三回ダメを押したい。一度だ

け「よろしいか」、「ああよかろう」と承認されても、それ

で事足れりとしてはいけない。そして後でうまくいかなか

ったときに、「あのときに上長のあなたが承諾したからや

ったのだ」というようなことを言うのは、言う方が間違っ

ていると考えるべきだと思う。 

 一度はんを押してもらったからもうそれで事足れりと

いうような考えでは、真に過ちのない、生きた仕事はでき

るものではないと思うのである。 

 

７月２６日（水）経営にも素直な心が 

 成功する経営者と失敗する経営者の間にある大きな違

いは、私心にとらわれず、公の心でどの程度ものを見るこ

とができるか、ということにあると思います。私心つまり

私的欲望によって経営を行なう経営者は必ず失敗します。

私的欲望に打ち勝つ経営者であってこそ、事業に隆隆たる

繁栄、発展をもたらすことができると思うのです。 

私の欲望にとらわれず、公の欲望を優先させるというこ

とは、言葉をかえれば、素直な心になるということです。

そのように私心にとらわれず、素直な心で物事を見ること

ができるようにみずからを常に顧み、戒めることが大切だ

と思います。 

 

 

７月２７日（木）人間の幸せのための政治 

私たちが決して忘れてならない大事なことは、政治は結

局、お互い人間の幸せを高めるためにある、ということで

す。過去においては多くの人びとが政治によって苦しめら

れ、お互いの血を血で洗うということもありました。 

 しかし、そうした好ましくない姿は、政治の本来の姿で

はない。政治は本来、お互い人間のそれぞれの活動をスム

ーズに進めることができるようなものです。それらの調整

調和をはかり、共同生活の向上をはかって、一人ひとりの

幸せを生み高めることをその使命としているのです。この

“政治は本来、人間の幸せのためにある”ということを私

たちはまず正しく認識しあう必要があると思います。 

 


